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あなたが「誇り」にしたいことは何ですか？

受け継ぎ、発展させたい佐野の「自慢」は何ですか？

発展させ、創り出したい佐野の「文化」は何ですか？

→「自慢」からフィールドワークの材料を考えよう



まちなか再発見マップ
戦災を免れた佐野の中心部には、江戸時代から昭和に至
る各時代の建築様式を取り入れた建物が現存し、町並み
の博物館となっています。このマップを片手に、佐野の
まちなかの面白いものを歩いて発見しましょう。
まちなか再発見マップ(表面) (PDFファイル: 1.8MB)

まちなか再発見マップ(裏面) (PDFファイル: 1005.5KB)

まちなか再発見マップ
佐野市ホームページより

https://www.city.sano.lg.jp/material/files/group/54/mac5hinaka_omote.pdf
https://www.city.sano.lg.jp/material/files/group/54/mac5hinaka_ura.pdf


戦災を免れた
佐野の中心部
には、江戸時
代から昭和に
至る各時代の
建築様式を取
り入れた建物
が現存し、町
並みの博物館
となっていま
す。このマッ
プを片手に、
佐野のまちな
かの面白いも
のを歩いて発
見しましょう。





https://www.city.sano.lg.jp/soshikiichiran/kyouiku/bunkazaika/gyomuannai/4/2/4872

.html

•唐沢山城の紹介

•県立自然公園となっている唐沢山には山城があり、唐沢山城跡と呼ばれています。
戦国時代に佐野氏が居城し、佐野城（現城山公園）への移転に伴い廃城になりま
した。交通要衝の地にあるため、戦国時代にはこの城をめぐって何回も戦いがあ
りました。そのため、敵の攻撃に備えるいろいろな工夫がされています。平らに
削平された曲輪。土を盛り上げた土塁。堅牢な高石垣、侵入を防ぐ堀。これらは
現在、唐沢山神社本殿がある本丸を中心に広がっています。また田沼高校側山麓
には、城主の佐野氏や家臣たちが普段生活していた根小屋（館跡群）が、数百年
の眠りの中、壊されずに残っていることがわかってきました。

•素晴らしい山城であるため、市では合併後、国史跡の指定に向け、城の状況を確
認する発掘などの調査を開始しました。今後わかったことを皆さんにご紹介しま
す。

唐沢山城

佐野文化史のトピックス





プロローグ

川には必ず源泉があり、湧き水から始まる。今日
の佐野の姿も同じようにとらえることができる。

古代から近世に至るまで、佐野の人々がどのよう
に暮らし、仕事をしてきたのかを、調べ、考え、
まとめましょう。



方法
～調べる・考える・まとめる～

講義を聴いて、何が知りたいかをグループで話
し合い、調べることを分担する。

分担して調べ、考える。

分担して調べたことを、グループ内で発表し、
何がポイントだったかを、グループで考える。

グループでフィールドワークを実施する。

結果をグループでまとめて、発表する。



たとえば職人の苦労話を聞いてみましょう

工程は？
工夫は？
変更点は？



本セミナのねらい

これまでの佐野の暮らしぶりや仕事ぶりに想
いを馳せ、新しい佐野らしい文化とは何かを
探ります。
佐野の特色ある文化をみつけ、伸ばせるとこ
ろを探します。
今回のセミナをきっかけに市民同士のネット
ワークを育てます。
これらのことを通じて、文化活動を進める人
在を育成していきます。



「暮らし」とは？

佐野の暮らしについて考えてみましょう。

暮らしに関わるものとしては、衣食住、気候、
地形、河川、山地、産業、経済活動、移動、
建物、素材などがあります。
これらは土地柄によって変わるものです。こ
れら全体で文化を表しています。総体が文化
です。お年寄りの知恵にも通ずるものです。



進め方

1. 色々な人と関わり合って、文化活動に楽しさや充実感を得
ることにより、佐野市において主体的に活動することの楽
しさを味わってください。

2. ふだん見過ごされていた地域への関心を高めて、郷土の歴
史や伝統を再発見しましょう。このことによって、市民自
らが独自性豊かな地域文化を創造しましょう。

3. 参加後、文化活動に関心が高まって継続したいという参加
者の方々には、その後も事業団が進める事業に参画しても
らうなどして、市民の文化的活動を支援していただきたい
と思います。



政治史よりも文化史に注目します

文化史とは・・

科学や芸術、文学、さらには、
衣食住、風俗、信仰などの歴史
的な変遷



フィールドワーク・テーマ例

1. 旧石器 上林遺跡

2. 縄文時代の生活と世界観・・・遺跡、生きてきた人々がいる、繁栄のきっかけは、
今日とのつながり

3. 出流原遺跡から考える弥生時代の暮らし・・・自然と共存しながら暮らしを営ん
できた

4. 佐野の城と城下町の暮らし・・・生活ぶり、外との交流は？、交流は狭い範囲？、
城の周辺を守る人々、守る住民を育てる、大量調理は、食文化、商習慣

5. 中根東里と佐野の人々

6. 天明鋳物職人の技と生活

7. 民話

8. 越名河岸

9. 明治・大正・昭和の佐野市

10. 日光例幣使街道の宿場町コース

11. 古い町並み、古い建物

12. 鉄道の歴史



講師等

講師

若者文化研究所 所長 西村美東士

講師の主な役割

ワークの指導(多様性を尊重したチームづくり)、

研究計画・研究発表に関する助言

担当

佐野市民文化振興事業団 栗原進（社会教育主事）

担当職員の主な役割

各テーマに関する資料・情報の提供、佐野の文化・文化財に関する解説、ワークのサポート、研究の支援

必要に応じてフィールドワークに同行します。

専門職員

佐野市民文化振興事業団 出居博（学芸員・社会教育主事）

専門的なアドバイスがもらえます

フィールドワークにおける
講師・専門家の配置について

・調査先との調整(面接時間等)
・受講者が「遠慮して聞けない」ときの補完
・ウォッチしておいて、観点のずれなどを指摘


